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序章 日本中世前夜 における 「内なる三国」 の思想

まず、 はじめに、本論文全体の方法論 としての 「内な る三国」 の思想 に関 してその概略 を述べ る。つ

いで、ほぼ中世 の前夜 に相当す る時期 における 「内なる三国」の思想 の原初的な現われをや ま と絵、『和

漢朗詠集』、 「入唐(宋)求 法僧」の系譜 、『吉備大 臣入唐絵巻 』を題材 として予備 的に考察 する。

さて、本論文全体 のテーマは 「内な る三 国」 の思想であ る。三 国 とは、仏法の三国東漸 に関わ る三つ

の国、すなわち天竺、震且 そ して本朝 日本 の ことをさす。中世 の対外観 は概ね この三 国に規定 され るが、

本論文が 「内 なる三 国」 とい うとき、 この三 国を中核 とした対外観で あるが、即物 的なそれや近代的な

意味で の他国理解 といった もので はな く、思想 に内在化 、内面化 された対外観 を意 味する。つ ま り、お

のおのの思想 が、 この三国 という歴史過程 とそれ に付随す る問題 をいか に消化 して内面化 したか、 とい

う点 に本論文 は関心 をお くのであ る。 そ して この 「内な る三 国」 の見方 による考察 が、思想史的な意義

を もつ とすれ ぼ、その時代の歴史的特性 を充分 に看 取で きるもので あ り、対象が適切 に選択 された場合

には、 す ぐれた歴史叙述 とな り得 るであ ろう。

「内な る三国」の思想 には次 の ような共通の性格 がある。第一 に、これ は仏法の三 国東漸 なる歴史認識

に基づ いてい るので、多分 に仏教的傾 向が強 い とい うこ とであ る。第二 に、なん らかの形で 「内な る三

国」 の思想 に関連 す る思想(家)は 、 当然 の こととして三 国に代表 され る他国 につ いての認識、見解 を

有するこ とになるが、それ と同時 に、彼 らは自国 ・日本 に関す る見解、意識 を もつ ことになる、 とい う

点で ある。つ ま り、対外的関心、認識 が、 自国認識 を促 す、 とい うことであ る。第三 に、第二点 と関連

す ることであ るが、 「三国」には朝鮮 が含 まれ ないため、なん らかの朝鮮蔑視 の傾 向、あるい は、その裏

返 しとしての国粋主義 的傾 向が強い、 とい うこ とであ る。 そ して第四 に、多 くの場合、歴史的、超歴史
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的人格 としての釈迦、 そ して釈迦 を通 して天竺 とい う国土 に対す る憧憬 、思慕 の念が喚起 され るという

点で ある。

いわゆ る 「国風文化」の一環 としてのや ま と絵、『和漢朗詠集』 を取 り上げ、 中世前夜の頃の人々が、

身近 な風景、景物 を絵画 に描 くとき、 および文学的表現 として詩歌 を詠 む とき、 その対象に即物的 に対

するので はな く、 それ らの対象た る自然 の景物 な どが享受者 の内面 にいかな る意味 を付与す るのか、 と

い う問題 関心の もとで絵画、詩歌 が制作 された こ とを例示 的に明 らか にした。 こうした ある種 の内面的

方 向性 は自国意識 の種で あった といえ るもので あるが、ただ美術史、文学史上 にのみ位置づ けられ るも

のではな く、、また限定 されたあ る人々 のあいだの精神的傾向 としてで もな く、一〇世紀以降のいわゆる

国風文化 の問題 として、ひ ろ く時代思潮 のひ とつ として考 え られ るべ きであろ う。

「入唐(宋)求 法僧 」の うち、た とえば東大寺三論宗の商然(?～1016)や 天台宗寺 門の成尋(1011～

1081)の 「入唐(宋)」 行には、たんに彼 ら自身の宗教 的ない し実存的な契機 のみ ならず、彼 らの背後の

東大寺な り寺 門 ・園城寺 な りの当時の寺 院社会 にお ける政治 的な要因がかな り大 きな意味が存在 してい

た。

本来、入唐な り入宋 による求法 な り巡礼 な りとい う行為 はその主体が 自らの 「内なる三国」の意識 に

基づ き、積極 的に三国の系譜 に連 なるこ とを確認 す ることで あった。 しか し、実際 はそれだ けではな く、

当時の寺院社会 をめ ぐる政治的な構 図がそ こに濃厚 に反映 されていたこ とがわか る。

おそら く一二世紀後半 に制作 された絵巻で ある 『吉備大 臣入唐絵巻』のス トー リー は、院政期 の大江

匡房(1041～1111)が 記録 した 『江談抄』所載の 「吉備大 臣入唐間事」の一連 の説話が提供 してい る。

八世紀 にお ける吉備真備の入唐を題材 とす るこの説話 は、っ ぎのよ うな内容 である。本朝 を代表 す る知

識人真備 が遣唐使 として入唐 したが、 その深 い学識のゆえにかの地で さまざ まないじめ、いやが らせ に

遭 う。 しか し、安倍仲麿の亡霊や 「日本 の仏神」の霊験 に より、 それ らの難 関を乗 り越 え、最終 的には

名誉 を保 った まま無事 に帰国で きた、 とい うものであ る。 この絵巻 はた しかに右 のよ うに大江 匡房 の採

集 した説 話 を基礎 に してい るが、ス トー リーの もつメ ッセー ジは絵巻 の成 立 した一二世 紀の所 産で あ

る。つ ま り一二世紀後半 には、吉備真備 な る人物が唐 と日本 との対立のなかで、唐 をはるか に凌駕 す る

質 を以て唐 に対 して有利 な立場 を得 た、 とい うこ とが鮮明 に されてい る。 さらにこの絵巻 の制 作 にあ

たって は後 白河 院が関与 していた らしい とい うこ とを考慮 すれ ば、 日唐(実 際 には日宋)関 係 が貿易面

で隆盛化 に向かいつっ あった当時の実情 の もとで国家 ・政権 の中枢部 は唐に対 して困難 を克服 して優位

に立っ とい う理想 的な 日本の国家像 を絵巻 のか たちで現出 したので ある。

石母田正 は、古代末期 の貴族 は同時期 の諸外国の動 きな どに対 して鈍感で怠惰 に対応 した と指摘 した

が、 じっ は、古代末期 の政権、 あるいはその周辺の当事者 たちの対外的認識 は、かか る非難 を招 くよう

な体 の もので はなかったので ある。

以上の ような方法論的な前提 を確認 し、予備 的な考察 を経た うえで第一部以下 の具体的な考察に入 る。

第一部 覚憲の世界

第一章 「仏法隠没 ・令法久住」

lI73(承 安三)年 に覚憲(ll31～1212)な る人物が、興福寺で重要 な説法を行 った。覚憲 は、信 西 こ

と藤原通憲の五男で、のち には興福寺別 当にまで昇進 した。 この説法は弟子 の筆記 によ り 『三国伝 灯記』

となった。 この説 法の主題 は、仏法の三 国東漸 を回顧 す ることを通 じて、栄えてい る最後の伝来 の地 日

本 の末法真 っ只中 と考察 られて いた時代 においてわが興福寺 とその仏法が隠没 す ることな く、 ます ます

繁栄 す ることを祈 る、 とい うことで あった。
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r三国伝灯記』となった説法 は、承安三年八 月九 日、興福寺 において藤原氏の祖鎌足 の絵像 を奉安 した

前で維摩経 を講讃 し、仏法伝来の歴史過程 に説 き及 んだ ものである。興福寺 は、 い うまで もな く藤原氏

の氏寺、維摩 は始祖鎌足が比定 された もの とすれば、そ してそ こで語 られ、祈 られた ことが 「興法 利生 ・

令法久住」で ある とすれば、その内容が きわめて具体 的に 「我が寺の宗法 を絶 えざらし」む るこ とであっ

た ことは容易に理解 され る。すなわち、天竺以来、 日本 に至 るまで の仏法伝来 の歴史過程や天竺、震旦

両 国での仏教の様相 な どについて詳細 に語 り、論 じた ことは、藤原氏の始祖鎌足 に、末法時 において興

福寺の隠没 を回避 し、 いっそうの興行 をひたす ら祈 ることで あった わけであ る。 いわば、壮大な三 国に

わたる歴史 を論 じ、祈 りつつ、そのなかで鎌足 を日本 の歴史 において聖徳太子 に も匹敵す る貢献者 とし

て位置づ け、 日本 それ 自体が 「大乗善根之界」 として勝地 であるこ とが主張 された。 そ して その最終 目

的が 自己の属 す る氏、 その氏の維持 す る寺 の末法時での存続で あった こ とは銘記 されて よいであ ろう。

そのために、覚憲 は算術 を駆使 して、承安 三年現在が、 じつ は末法時で はな く(「教」 「行 」 「証」 の)

「行」が まだ失 われて いない時 とされ る像法時であ ることを力説 してい る。 この 「行」が興福寺 を含 む

各寺院の存在、諸活動 を具体的に意味 して いた ことはい うまで もな い。

第二章 覚憲と天竺

この章では、前章を承けて覚憲像に深みを加 え歴史的意義に及ぶ。その際、 日本勝地観 と一般的にい

われる辺土小国観 との関係に関心を収敏させて考察する。

藤原氏帰属意識の強かった覚憲にとって、興福寺の存亡はそのまま彼 自身の存亡 と重なる。その興福

寺、日本が三国仏教史のなかで重要な位置を占めるとすれば、彼独自の日本勝地観 と辺土小国観 との関

係が問題 となる。 じつはこの両者は覚憲において並存 していたのであるが、これは、釈迦の国天竺を絶

対的な高さにまで高めることで、震旦の位置を相対的に低め、結局の ところ、絶対的位置の天竺の前に

日本の位置を高め、強調するという操作がさなれているのであった。そのことで、いわゆる辺土小国で

あるにも関わらず、日本は同時に 「大乗善根之界」たる勝地であり得たのである。

第二部 朝鮮 と三国世界の深層

第一章 神功皇后の残像

中世 にお ける日本 と三 国世界 との関連 を考 え る際、逆説 的 な意味 で重要 とな るのが朝鮮 の問題 で あ

る。古代 以来、朝鮮諸国(以 下、朝鮮)へ の 日本川 の関わ りにおいて看過 で きないのが、いわゆる神功

皇后の説 話であ る。神功皇后は、仲哀天皇の皇后 に して応神天皇の母 として知 られて いる。 「三韓征伐」

なる合戦(朝 鮮侵略)に おいて武名 を高 めた女傑 ともい うべ き人物像 であ る。 この 「三韓征伐」説話 は

『日本書 紀』で詳 しく展開 され るが、 よ り意義深 く扱 うのが 中世 の 『扶桑略記』で ある。そ こで まず、

『扶桑略記』で の この説話の扱 い とその意義、 さらに蒙古襲来への対応 と中核 とした中世前期での その

様相 について見 ておきたい。

『扶桑 略記』で 「神功皇后条」 として立項 され る部分 は、基本的 には 『日本書紀』に依 って いるが、そ

の条 と、今は既 に散逸 して しまっている 「仲哀天皇条」 にお ける朝鮮、具体的 には新 羅関係 の記事 は、

新羅 を財 宝の豊 かな国 と見て、その財宝 を搾取 しようとし、 さらに新羅 を 「異国凶賊 」 として 「征伐」

「調伏祈祷」 の対象 にす らしている
、 ということであった。 そ してその過程で、神功 と応神 とは八幡神

とい う神格 を付与 されて いった。 蒙古襲来の プロセスで、各地 に祭 られ る八幡神 が、大 いに神威 を奮 っ

た結果、 日本 は蒙古 に勝利 した、 と仏教 との習合を強 めなが ら託宣のなかで宣言 した。 しか し、三国世

界観 の根底 にあ る仏教 を中核 とす る秩序 のなかでは八幡神 はなじまず、すわ りが悪か った。
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神功皇后説話 の周辺で 「三韓征伐」 の対象 とされた朝鮮 は、 はや く奈 良時代 の 『懐風藻 』か ら日本 に

対 する文明紹介者 として理解 されてい る。 しか し、その深 い部分で は、 日本 的華夷思想 に卑賎観念が加

わった意識が長 く存在 して きてい る。た とえば、朝鮮の犬 戎視、病原体視 な どで ある。

この ように、神功皇后 は、あたか も 「執拗 な持続低音」(丸 山真男の用語)の ご とく時間を超 えて中世

に も、 その時代 に も生 き続 けた。 それ は神功皇后 を通 してっね に朝鮮が見sえ 隠れ していた とい うこと

を意味す るのである。

第二章 「異国降伏 ・聖朝安穏」

朝鮮な どの 「異国」が世 の動 きのなかで現実的意 味を もた らしたのが、蒙古襲来の事件 であった。 そ

して そこで主役 を演 じたのが前章 で とりあげた八1幡神 である。八幡神を祭 る代表的な宮であ る石清水八

幡宮で は、この時期、『八幡愚童訓』 と題 され る縁起が作成 された。本章で はこれの検討 によって 「異国

降伏 」 とい う祈祷の課題 、 さらにその結果た るべ き 「聖朝安穏」な る目標 のもっ思想史的意義 を考 えて

みたい。

『八 幡愚童訓』では、 まず神功皇后 の 「三韓征伐」の顛末 を記 し、八幡神の応神 は、出生時か ら 「異国

降伏 」 と離れが たい性格を担 わされ るこ とが述べ られ る。 さて、蒙古の襲来 とい う ときに、石清水では

南都か ら叡尊 を招聰 し特別 の祈祷 を始 めさせた。その結果、八 幡神 は 「異国降伏」の霊験 を発揮 し、「聖

朝安穏」が実現 された ことになった。

しか し、八幡神 は、不殺生戒 の遵守 を命 じ、かつ 自身 は朝廷の守護神 として 「聖朝安穏」 のた めの殺

生 を是 認 して いたので ある。

鎌倉幕府 も、蒙古襲来 の時、各地の寺社 に対 して 「異国降伏」 を祈祷 させた。そ して、 すで に幕府 と

して関東安全 を祈祷 の趣 旨にで き るほ どの政 治的実力 を備 えていたに もかかわ らず、依然 として祈祷 の

趣 旨は 「聖朝安穏」で あ り、朝廷、公家 的秩序 の維持 こそ達成課題 で あった。蒙古襲来 に触発 された

『八幡 愚童訓』 ははしな くも、 「聖朝安 穏」を核 とした国家意識 の一側面 をあらわに した。

第三、第四章 「朝敵」 そ の一、その二

第二部 の第一、第 二章で扱 ったのがいわぼ 日本 の外 を見据 える視点 によっていたのに対 し、第三、第

四章では、 日本の内部への まなざ しによるもの として 嘲 敵」 を考察 す る。以下では、主 たる対象 を、

保元 の乱、平治の乱 の際の、源氏、平 家の場合、 それ以降の滅亡 までの平家の場合、 そ して承久の乱、

応仁 ・文明の乱 までの 「朝敵」 に限定 し、 しゅ として軍記 を史料 として用い る。

保元、平治の乱 の過程で、源氏 と平 家 とが長年 ライバルであったが、 そのなかで互 いに朝敵 になった

り、朝敵 にされた りしてきた。っ ま り、相手 を朝敵視す るこ と、結果 として朝恩を被 るとい うな りゆ き

は きわめて相対的な ことで あった。

保元 の乱で 「朝敵 」 とされたの は、源為義 ・為朝の父子 と悪左府 とよばれた頼長 であった。為 義の子

為朝 は父 に背いて後 白河院 についてい る。為朝 は後 白河院か ら父為義 を殺す よう命 じられ る。為 朝は後

白河院 に背 いて朝敵 となるよ り、父 を殺 して武士本来 の生 き方 を選 んだのである。 こうして 『保元 物語』

そ して 『平治物語』 では、源氏な り平 家な りの 「家」代 々の面 目としての朝敵征伐 とい う事業が大 きな

問題 として浮上す る。そ こに、朝敵 を討ち果 た した者 に対 して与 え られ る朝恩が登場 する。つ ま り、朝

敵 と朝恩 とは対踪 的な関係 にあった。朝敵 を討 った武士に王権か ら与 え られ るのが朝恩で あ り、増 し加

え られ た朝恩の上に増長 した とき、再 び朝敵 と化 し、追討 の対象 となる とい うものである。

源 ・平合戦 において、 当初朝敵 とされていた源氏の勝利へ と徐 々に導かれてゆ くなかで平家 は文字 ど
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お りの朝敵 とな った。 ここで注 目すべ きは、王権 ない し国家 的秩序 に敵対す るだ けで はな く、仏神 の権

威 一仏法 ・王法相依 の一翼一 とに違背す るもので ある ということであ る。朝敵 とな った平家 は追討 の対

象 となった(『 平家物語』)。

さて、承久の乱 の とき、幕府 ・北条 義時が 院宣 によって 「逆 臣」 とされた。 『承 久記』 では この ことに

ついて明確 に、義時が朝敵 とな った由を記 して いる。

っ いで、南北朝期。代表的な朝敵 であ る足利尊氏が登場 す る。 この時期、天皇 ・王権 の相対化が促 進

され るこ とで、朝敵 の意味が新たな展 開を見せて くる。朝敵 の レッテル を貼 られた尊氏 は、 自 ら光厳 院

の院宣 を入手す ることで、朝敵対天皇方 とい う図式 を破壊 しようとす る(『 太平記』)。

足利政権確 立後 、「朝敵」な ることぼの意味が変化 す る。 すなわ ち、足利将軍 に敵対 す る者が朝敵で あ

るとい うのであ る(『 難太平記』等)。

しか し、応仁 ・文明の乱の時期 をむか え、『応仁記』の記者 は、戦乱 によって京都が焼 き払われた今、「諸

宗悉 ク絶ハテ」「仏法王法 トモニ」滅亡 したこ とを実感 してい る。 この時期の主権者 である足利将軍 を頂

点 とす る政 治的秩序 も当然滅亡 したわけで あった。

第三部 鎌 倉仏教 と 「内なる三国」

第一章 明恵 の 「内なる三国」

明恵(1173～1231)は 、中世華厳宗 の僧で京都栂尾高 山寺 の中興 として知 られ る。 また、彼 は熱烈な

釈迦信仰の持ち主 で もあ り、天竺 へのあ くなき憧 れを もち続 けた。両親 とも早 く死 に別れ、 また時、空

を釈迦 とともにす ることがで きなかった ことを生涯思い、つ いに釈迦 を父 として思慕 し続 けて、成功 は

しなか った ものの渡天 を計画 した ことはよ く知 られてい る。 それ は、郷里の海辺 を天竺 に通ず る場、 そ

して仏国土 として捉 えよ うとす るほ どで あった。以下、 明恵 の 「内な る三国」 の問題 について、具体 的

には明恵が根本的 な ことろでその制作 に関与 した 『華厳縁起』 なる絵巻物 を題材 として考察す る。 その

際、通常、三 国には組み入れていない朝鮮 が視界 に入 って くるで あろう。

『華厳縁起』は、朝鮮 にお ける華厳宗の祖 師であ る元暁 と義湘 との求法の旅 を主題 として描 いた絵巻物

で、元暁絵 と義湘絵 との二巻 か らなる。元暁絵 は、唐へ の求法 の旅 を中止 した元 暁が海 中か ら発見 され

た金剛三昧経 の注釈 を完成 させ、王妃 の病気 を全快 させ た、 とい うス トー リーで ある。義湘絵 は、入唐

した美 しい容貌 の義湘が善妙 な る美女 の助力 を得 て修行 を完遂 し、祖国新 羅で も布教 を成功 させ た、 と

い うものであった。

この二 師は明恵 の祖師であった。 とりわ け、義湘 についていえば、明恵の相承観 に とって重要 である。

明恵 は李通 玄の教学 を重視 した。つ ま り、伝統 的 な五祖 を立て る相承説 か らはみ出た とい え る。 しか

し、 この義湘が五祖の うちの智撮 に受法 していた ことか ら、一且は切 れた相承 もこれで回復 され ること

にな った。 これ ほ ど明恵 は、義湘の存在 を重 くみていた とい える。絵 では、義湘 も元暁 も明恵 自身 に似

せて 「美容 」に描かれてお り、 さらに義湘 は自ら天竺 な らぬ唐 に入 り、唐 での動 きを活写 してい ること

な どか ら、 明恵 は元暁 と義湘 の二人 の祖師 に自らを比定 しよ うとしたのではないだ ろうか。

第二章 日蓮 の 「内なる三国」

本 章は、 日蓮(1222～1282)の 「内な る三国」 の思想 の受容 と展 開 との様相 を検討す ることで、彼の

国土 に関す る思想 を見、 それが彼の思想全体 に とって いかな る意味を もっていたか について考察す る。

その際、佐 渡流 罪以前 と以後 とに分 ける通例 に従 う。 佐渡以前、初 期の著作で ある 『守護 国家論』で

は、 日蓮が 「東北方仏法興隆」 を確信 した上で、法然義への批判 を強 めて いる。つ ま り、本来 日本で は
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仏 法が繁栄す る勝地 であるはずなのに、末法の今、法然義な る悪法が蔓延 してい る、だか らこの悪法 の

流布 を止 めなければな らない、 と考えた。 この ように、 この時期 の 日蓮 の思想 は 「守護国家」 とい う形

で示 され、観念的な主張 よ りも、実際に足で踏んでい るこの国土 にいか に法を根づかせ るか、 とい う問

題意識 を内包 しつつ、仏法伝来の過程で の天竺、震旦での経典翻訳 の誤 りな どの錯誤 の指摘な どに よっ

て、か な り客観 的で辛辣 な歴史認識 を獲得 していた。

佐渡期 には、 いわゆる三国四師なる独特 な歴 史および自己認識 が形成 された。天竺や震旦 はいざ知 ら

ず、 日本 こそ法華経の繁栄す る国土で あ り、像 法時 は伝教 であったが、末法現在 の 日本 を導 く師は 自分

を措 いてない、 とい う自己認識 に至 って いる。 さらに、晩年の身延期で は、娑婆世界、 そ して 日本 は教

主釈尊 の主宰 す る国土で あ る とい う、いわゆ る釈尊御領 の観念 が醸成 した ことが知 られ る。 日蓮 によ

る、 日本 、震旦、 そ して天竺 とい う独 自の国土 の序列の大 前提 の上 にこの釈尊御領観が熟成 されたので

ある。

日蓮において は、最終的には 日本の国土にっ いての肯定 的評価が もた らされ た。三国東漸の歴史認識

が出発 した 「内なる三国」 の思想 は 日本 に とってはこの ように帰結 した。

第三章 親鷺(lI73～1262)の 思想 にっいて、「内なる三国」の思想 の側 面か ら考察す る。 この視角 を親

鷺 に当てはめた とき、「三国」を体現 したのは、三国七高僧 であ る。 そ して逆説 的な意味で聖徳太子 も相

当す る。七高僧 とは三国に亙 る竜樹 以来 、法然 にいた る親 鷺に とって相承 を証 しす る祖師たちであ る。

聖徳太子 は、 日本仏教 の事実上の祖師 として高 く評価 され る。 それ らの存在 は、浄土仏教 そ して親鷺 自

身 にとって善知識であ ると同時 に、阿弥陀仏 な り釈迦な りといった超歴 史的な神格 としての意味 ももっ

ていた。 さ らに親 鶯の思想 において は 「三 国」 とい う契機 を模索す る とすれぼ、七高僧 に代表 され る対

外 的要素だ けでな く、 日本 の内側 を見つめ る視点 も考慮に入れ る必要が あろう。 それ は彼 の場合 、 日本

の神々、つ ま り神祇 にっ いての観念 であ る。 したがって、本章で は聖徳太子、七高僧観か らは じめ、つ

いで神祇観 に至 ることにす る。

行者宿報偶 といわれている、1201年 、親鷺二八歳 の時の夢記が ある。 これは親鶯 に とって は聖徳太子

の化身 とされ る京都六角堂の本尊 の救世観音のお告げであった。 これに よって親鶯 は専修念仏帰入 と妻

帯 という形 での生涯 を規定 したのが聖徳太子で あったのである。 その太 子は、三国仏教の中で生 を繰 り

返 しつつ、歴史 を推進 して きた主体 であった、 とい う。

さらに、和讃や いわゆる正信偶 で表明 され る、竜樹 以下 の七高僧 はさまざまなレ トリックに よって そ

のイ メージは天竺 に収轍 されてゆ く。 すなわち親鷺が七高僧 とい う相承 で主張 しよう としたのは、彼 ら

が天竺 に収敏 され る三国を通 して浄土信仰 を明 らかに教 えて きた、 とい う点で あった。

また、神祇 については和讃、『教行信証』化身土巻 な どに より、親鷺は本来の正 しい仏教 を信 じる者 は

神祇 を崇拝 しな い ものだ、 そ して正 しい仏教信仰者 は必ず神祇 が守護 して くれ るのだ、 とい う二つの

メ ッセージを伝 えた。 しか るに、 こうした神祇 的秩序 は三国仏教 に包摂 され るものであ り、民族信仰的

秩序 を相対化 するこ とによって形成 され るものであったか らで ある。 この ことは 「正像末 和讃」 におい

て彼 が描 き出 した ト占祭祀 や外教 の邪義 をこ ととしている現今の道俗 の様相 に対す る厳 しい批判、反論

であったので ある。

か くして、親鷺 は聖徳太子、七高僧 そ して独 自の神祇観 な どによる彼 の 「内なる三国」の思想 を形成

したのである。
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第四章 存覚の 「内なる三国」

存覚(1290～1373)は 、浄土真宗の本願寺派第三世を名乗った覚如の長子 として生まれた。父覚如は、

浄土真宗が仏光寺派や高田派などを中心に社会的に発展しようとしているなかで、祖師親鷺の 「血脈」

を忠実に継 ぐと称する本願寺派の浮上を図った。

親鷺の 「内なる三国」の思想について、聖徳太子、七高僧観および神祇観を取 り上げたが、本章では、

そのスケールに合わせて当該問題をやはりその神祇観をてこに考える。それは、存覚自身に関する重要

問題であると同時に、南北朝期の思想史的状況を表わす現象の一つでもあったからである。っまり、祖

師親鷺の思想を忠実に継承 し、本願寺派を打ち出してゆ く立場を当初は与えられた存覚にとって神祇の

問題は、浄土真宗や浄土信仰を取 り巻 く政治的、社会的状況を打開するための有力な政治的手段 として

の意味だけでな く、彼自身にとって積極的意義をもっていたであろうからである。

存覚の著作は、彼の自発的動機によるものよりも、外部からの要請に応えてなされたものが多い。そ

の要請主は、仏光寺や錦織寺など、本願寺派からみれば多分に異端的傾向のつよい浄土真宗内部の派で

あった。したがって、存覚の思想は異端的思想 と隣合わせに形成された といえる。存覚は、念仏 という

宗教行為の利益や諸仏のなかでの阿弥陀仏の優位性を強調す るとい う、親鷺や覚如の思想 とは違った独

自性をもっている。 これは、おそらく彼の神祇への接近 と無関係ではない。さらに 『諸神本懐集』で、

神祇を実社の神 と権社の神 とに二分 し、民族的秩序や本地垂　的秩序 と密接な関連をもつ後者を重視

し、念仏の信仰に励めば権社の神から守護が与えられる、と祖師たちからは一歩踏み出 した言及をした。

彼の発言がけっして杜撰でなかったことは、権社の神を崇拝せよな どとは一言 も述べていないことから

もわかる。 しか し、彼の日常的な言動や念仏利益論、阿弥陀仏本仏論さらには、念仏を核 とした諸宗一

致論 といった思想まで形成 された点を考慮すれば、まぎれ もなく神祇的秩序への親近感、接近を確認す

ることができる。

しかるに、こうした思想が偶然に生み出されたものではなく、あ くまでも存覚の実存をかけてなされ

たものであることは、祖師親鷺の主著 『教行信証』を客観的な姿勢で注釈 しようとしたことからわかる

のである。

終章 自画像が美 しいか、醜 いか

本論文 で扱 った人物群や諸思想 は、「内なる三国」を通 じて 自国 日本 をみた とき、ふたつの側面 を現 わ

していた。 それ は、仏教の祖 国天竺 を絶対的な価値 の源泉 とす るこ とによる普遍 的志 向 と、 なん らかの

形 でわが 国の特殊性に 目覚 め、 それ に愛着を示 す傾 向 とで あろう。 この ように、 日本 中世 におけ る 「内

な る三国」 の思想 は、 この ように矛盾 に満ちなが らもその一方で、天竺 に直結 する三国伝来 な る仏教 に

根 拠を置 く普遍性への志向性 を しめそう とす るもので あった。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文 は、 「内なる三国」 とい う独 自の視 点を設定 し、 中世人が共有 していた天竺 ・震旦 ・日本か らな

る三国世界観 を、それぞれの思想家が いかに受 け止 め どの よ うに消化 してい ったか を検討 す るこ とに

よって、 中世思想史を総体 的に叙述す る新 たな枠組み を構 築 しよう とした もので ある。

本論文 は序章 の後 に、本論が三部構成 で展 開 され、終章で結 ぼれ る とい う形式 を とってい る。

序章 「日本 中世前夜 におけ る 「内なる三国」 の思想」で は、 まず方法 として の 「内な る三 国」の思想
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について、 その概 要 を提 示する。天竺 ・震旦 ・日本か らな る三国の観念 は中世人に広 く共有 された もの

で あったが、 これ を対外観 や他 国理解の問題 として捉 えるのではな く、それ ぞれの思想家 が この観念を

いかに消化 し内面化 したかを検討す るこ とによって、政治思想 ・国家意識 ・世界観 といった諸観念 を総

合的に把握 し叙述す るための、構造的 な枠組 を構築 す るこ とを目指す、 と述べ る。 その上 で、や ま と絵

や 『和漢朗詠集』、さらには入宋僧 な どの問題 を とりあ げ、一〇世紀以降中世 に向けて、三 国意識が いか

に して形成 されてい ったかを辿 っている。

第一部 「覚憲の世 界」は二つの章か らな り、 『三国伝灯記』の作者覚憲 を取 り上 げ、 その 「内 なる三

国」の思想 を探 って いる。

第一章 「仏法隠没 ・令法 久住」 は、『三国伝 灯記』が、三国間の仏法伝来の歴史 を回顧 す ることを通 じ

て、末法 において も仏法が繁栄 しゆ くこ とを証 明 しようとす るものであった とす る。その際、 そ こで語

られ る 「仏法隠没」が具体 的には興福寺の衰亡への危機感で あ り、 また藤原氏の始祖 であ る鎌足 の役割

が強調 されるな ど、随所 に覚憲 の属す る藤原 氏に引 きっ けた解釈がなされて いるこ とが指摘 され る。

第二章 「覚憲 と天竺」では、 日本 を諸国 に勝れた国 とす る 「日本勝地観」 と、 日本 を辺境 の小 島 と捉

える 「辺土小 国観」が、覚憲 において どの ように共存 して いるか を論 じている。天竺 を絶対 的な位置 に

まで高 め る一方、 それ と日本 との直接 の関係 を強調 す ることによって、覚憲 は日本 を大乗仏教が広 まる

べ き勝地 であ ると主張 した、 とす る。

第二部 「朝鮮 と三国世界 の深層」 は四章か らな り、新羅 に遠征 した とされ る神功 皇后 について の説話

を主 た る素材 として、三 国世界観 とそこか ら抜 け落 ちた朝鮮の位置づ けを考察 してい る。

第一章 「神功皇后の残像 」で は、『日本書紀』か ら 『扶桑略記』を経て、神功皇后説話が どのよ うに変

容 しっっ受容 されていったかを辿 る とともに、それ とのかかわ りにおいて朝鮮観の実態を明 らか に しよ

う とす る。 日本への文明の紹介者 として朝鮮が捉 え られ る一方、根 強い卑賎意識が中世 において も生 き

続 けた ことを指摘す る。

第二章 「異国降伏 ・聖朝安穏」 は、蒙古襲来後 に著 された 『八幡愚童訓』 を素材 として、蒙古 に対す

る危機感が高揚す る時期 に しきりに唱 え られた 「異 国降伏 ・聖朝安穏 」のスローガ ンが、具体 的には ど

の ような意味 内容を もっ もので あったか を考察 する。神功皇后説話 を介 して八幡神 が 「異 国降伏」の役

割を担 う存在 と規 定 されていたこ と、不殺生戒 の遵守 を求 める八 幡神 が 「聖朝安穏 」のためには殺生 を

是認 す るとみ なされていた こと、鎌倉 幕府のい う 「聖朝安穏」 もまた天皇 を中心 とす る秩序 の維持 を意

味す るもので あった こと、な どが指摘 され る。

第三 ・第四章 「朝敵」(そ の一、その二)で は、軍記物語 を主 たる史料 として、保元 ・平治 の乱か ら応

仁 ・文 明の乱 に至 る時期 に、嘲 敵」とい う言葉が どの ような意味で使 われたか を検 討す ることを通 じて、

日本 の内部 にむけられた差別化 の眼差 しを解 明 しようとす る。

『平 家物語』 にお いては、 「朝敵」 は王権 に対す る敵対者だ けでな く、仏神 の権威 に敵対 す るもの とい

う意味が含 まれていた こと、南北朝期か ら 「天皇方対朝敵」 とい う構 図が崩れ始 め、室町期 には将軍 に

敵対 す るものが 「朝敵」 とされ る例がみ られ るようになるこ と、な どが指摘 され る。

第三部 「鎌倉仏教 と 「内なる三国」」で は、いわゆ る鎌倉仏教 の祖 師につ いて、 「内な る三 国」 という

視点か らその思想の分析 が試 み られ る。

第一 章 「明恵の 「内な る三国」」 では、釈迦 と天竺 の地 にあ こがれ続 けた明恵が、一方で は 『華厳縁

起』に登場す る朝鮮僧 、元 暁 と義湘 をきわめて重視 し、 その姿 に自身をなぞ らえつつ、みずか らの思想

を形成 していった様子が論 じられ、 その三国観受容 の独 自性が指摘 され る。

第二章 「日蓮 の 「内な る三国」」で は、日蓮 にお ける 「三 国四師」の観念 について、その形成過程 を詳
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しく検討 した上、その独自性 と思想史的意義が検討される。日蓮においては、いわゆる 「釈尊御領」観

が 日本一国に引きつけてイメージされることによって、辺土小国日本を中国 ・インドの上位に位置づけ

る根拠 となっていたとされる。

第三章 「親鶯の 「内なる三国」」は、聖徳太子や七高僧や神祇が親驚の思想 と 「三国」 との接点になっ

ていたこと、それが親鷺の信仰の正統性を支える役割を果たしていたことを論じる。一切の仲介を排 し

た阿弥陀仏への純粋な信仰に親鷲の独 自性を見出す従来の研究に対し、親鷺思想における聖徳太子や神

祇のもつ積極的意義を見出そうとする、注目すべき試みである。

第四章 「存覚における 「内なる三国」」では、親鷺の血縁に列なる存覚を取 り上げ、三国観を中心に、

親鷺の思想がいかに変容 していったかが詳細に検証され、その歴史的な背景が論じられる。

終章 「自画像は美 しいか、醜いか」では、本論の要旨が述べ られるとともに、「内なる三国」を通じて

日本を見たとき、そこには常に釈迦の生まれた天竺に絶対的な価値を置 く立場 と、日本の特殊性を強調

する立場 という、相矛盾する志向のせめぎ合いが看取されることが指摘される。

論者が試みた 「内なる三国」は、思想史研究の方法 としてもきわめてユニークなものであり、これに

よって従来の新仏教中心の中世思想論では抜け落ちていた多彩な素材や論点を視野に含めることが可能

になった。また、 日蓮 ・親鷺 といった著名な思想家についても、既存のイメージに修正を迫 る新たな側

面を描 き出すことに成功 している。

かかる方法については、今後 さらに錬磨を重ねる余地があると考えられるものの、独 自の方法に基づ

き大きな見通 しにたって中世思想史像の再構築を試みた本論文の成果は、斯学の発展に寄与するところ

大なるものがある。

よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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